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ペ
ー
ジ

告

示

〇
条
例
制
定
請
求
代
表
者
の
住
所
、
氏
名
及
び
請
求
の
要
旨 

（
市
町
村
課
）　
　

一

告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
百
六
号

　

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
七
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
宮
城
県
条
例
の
制
定
の
請

求
を
平
成
三
十
一
年
二
月
十
二
日
受
理
し
た
の
で
、
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
九
十

八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
宮
城
県
条
例
制
定
請
求
代
表
者
の
住
所
、
氏
名
及
び
請
求
の
要
旨
を
次
の
と
お
り
告
示

す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
二
月
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

条
例
制
定
請
求
代
表
者
の
住
所
、
氏
名

　
　

仙
台
市
青
葉
区
台
原
四
丁
目
八
番
十
七
号 

多
々
良　
　
　

哲　
　
　
　
　
　
　

二　

請
求
の
要
旨

　

 　

あ
の
忘
れ
ら
れ
な
い
三
月
十
一
日
の
大
震
災
か
ら
七
年
が
た
ち
ま
し
た
。
津
波
に
襲
わ
れ
、
避
難
さ
え
困
難
な
中

で
、
多
く
の
人
命
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。
悲
し
み
を
乗
り
越
え
、
復
旧
・
復
興
へ
の
努
力
が
懸
命
に
続
け
ら
れ
て

き
ま
し
た
が
、
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能
の
拡
散
が
大
き
な
足
か
せ
と
な
り
ま
し
た
。

　

 　

放
射
能
の
生
活
圏
へ
の
漏
洩
が
ど
ん
な
災
い
を
も
た
ら
す
も
の
か
、
私
た
ち
は
初
め
て
身
を
も
っ
て
知
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
濃
淡
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
県
内
全
域
に
飛
散
し
た
放
射
能
は
、
自
然
の
恵
を
享
受
す
る
私
た
ち

の
暮
ら
し
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
続
け
、
特
に
子
ど
も
た
ち
の
「
長
期
的
健
康
影
響
」
の
心
配
は
消
え
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

 　

農
地
へ
の
放
射
能
の
飛
散
は
、
稲
ワ
ラ
の
汚
染
、
広
大
な
牧
草
地
の
汚
染
、
農
畜
産
物
の
出
荷
制
限
な
ど
、
先
の

見
え
な
い
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
指
定
廃
棄
物
や
農
林
系
廃
棄
物
の
処
分
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

世
界
的
に
も
前
例
が
な
い
海
へ
の
大
量
の
放
射
能
の
漏
洩
は
、
津
波
被
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
で
苦
労
し
て
い
る
漁

業
者
に
、
底
魚
（
一
部
）
の
出
荷
制
限
や
「
宮
城
県
産
」
と
い
う
だ
け
で
の
「
風
評
被
害
」
を
招
く
な
ど
、
理
不
尽

な
苦
痛
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。
森
林
の
放
射
能
汚
染
も
深
刻
で
、
山
菜
や
キ
ノ
コ
な
ど
の
林
産
物
の
採
取
制
限
、
イ

ノ
シ
シ
や
ク
マ
な
ど
の
捕
獲
制
限
は
今
も
続
い
て
い
ま
す
。

　

 　

生
活
圏
へ
の
放
射
能
漏
洩
を
想
定
さ
え
し
て
こ
な
か
っ
た
政
府
は
、
そ
れ
で
な
く
と
も
地
震
・
津
波
被
害
対
策
で

疲
弊
し
て
い
る
自
治
体
に
、
そ
の
対
策
を
丸
投
げ
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
放
射
能
対
策
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
ち

合
わ
せ
て
い
な
い
多
く
の
自
治
体
は
、
健
康
影
響
を
心
配
す
る
住
民
に
対
し
て
不
十
分
な
対
応
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
。

　
　

私
た
ち
県
民
は
、
全
て
が
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能
漏
洩
の
被
害
者
で
す
。

　

 　

私
た
ち
県
民
は
、
未
来
の
こ
ど
も
た
ち
に
対
し
、
安
全
対
策
を
強
化
し
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
継
続
の
道
を
選
ぶ
の

か
、
放
射
能
リ
ス
ク
を
回
避
し
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
切
り
替
え
て
い
く
道
を
選
ぶ
の
か
、
当
事
者
と
し
て
考
え
、

責
任
を
持
っ
た
選
択
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

 　

以
上
の
こ
と
に
鑑
み
、
私
た
ち
県
民
一
人
ひ
と
り
が
、
未
来
の
こ
ど
も
た
ち
に
責
任
を
持
ち
、
女
川
原
発
の
再
稼

働
の
是
非
を
直
接
民
主
制
に
よ
る
県
民
投
票
で
決
定
出
来
る
よ
う
、「
東
北
電
力
女
川
原
子
力
発
電
所
二
号
機
の
稼

働
の
是
非
に
係
る
県
民
投
票
条
例
」
の
制
定
を
請
求
し
ま
す
。

　
　
　

東
北
電
力
女
川
原
子
力
発
電
所
二
号
機
の
稼
働
の
是
非
に
係
る
県
民
投
票
条
例
（
案
）

　

（
目
的
）

第 

一
条　

こ
の
条
例
は
、
宮
城
県
民
の
生
命
・
暮
ら
し
、
子
ど
も
達
の
未
来
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
東
北
電
力
女
川

原
子
力
発
電
所
二
号
機
の
稼
働
の
是
非
に
つ
い
て
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が
当
事
者
と
し
て
考
え
、
そ
の
意
思
を
示
す

た
め
の
公
正
か
つ
民
主
的
な
手
続
き
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
中
長
期
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
そ
れ
を
基
軸
と
す

る
地
域
経
済
・
地
域
社
会
の
あ
り
方
に
係
る
住
民
自
治
を
推
進
し
、
も
っ
て
県
政
の
民
主
的
か
つ
健
全
な
発
展
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

（
県
民
投
票
）

第 
二
条　

東
北
電
力
女
川
原
子
力
発
電
所
二
号
機
の
稼
働
の
是
非
（
以
下
、「
投
票
案
件
」
と
い
う
。）
に
関
す
る
県
民

の
意
思
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
県
民
に
よ
る
投
票
（
以
下
「
県
民
投
票
」
と
い
う
。）
を
行
う
。

２ 　

県
民
投
票
は
、
県
民
の
意
思
が
正
し
く
反
映
さ
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
条
例
の
解
釈
お
よ
び
運

用
は
、
県
民
の
意
思
表
明
の
自
由
を
保
障
す
る
と
と
も
に
、
県
民
の
意
思
形
成
の
機
会
拡
大
に
資
す
る
よ
う
、
こ
れ

を
行
わ
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
県
民
投
票
の
執
行
）
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第
三
条　

県
民
投
票
は
、
知
事
が
執
行
す
る
も
の
と
す
る
。

２ 　

知
事
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
百
八
十
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
協
議
に
よ

り
、
そ
の
権
限
に
属
す
る
県
民
投
票
の
管
理
お
よ
び
執
行
に
関
す
る
事
務
を
宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会
（
以
下
「
選

挙
管
理
委
員
会
」
と
い
う
。）
な
ら
び
に
宮
城
県
内
の
市
町
村
お
よ
び
各
市
区
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
委
任
す

る
も
の
と
す
る
。

　

（
県
民
投
票
の
期
日
）

第 

四
条　

県
民
投
票
の
期
日
（
以
下
「
投
票
期
日
」
と
い
う
。）
は
、
国
が
東
北
電
力
女
川
原
子
力
発
電
所
二
号
機
に

対
し
て
原
子
炉
設
置
変
更
許
可
を
出
し
て
か
ら
、
知
事
が
原
子
炉
設
置
変
更
へ
の
事
前
了
解
の
申
し
入
れ
に
対
し
て

東
北
電
力
に
回
答
す
る
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
、
知
事
が
定
め
る
。

２ 　

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
投
票
日
を
定
め
た
時
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
対
し
て
、
速
や
か
に
通
知
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
県
民
投
票
の
公
示
）

第 

五
条　

選
挙
管
理
委
員
会
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
と
き
は
、
投
票
日
の
七
日
前
ま
で
に
こ
れ
を
告

示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
投
票
資
格
者
）

第 

六
条　

県
民
投
票
に
お
け
る
投
票
の
資
格
を
有
す
る
者
（
以
下
「
投
票
資
格
者
」
と
い
う
。）
は
、
投
票
日
に
お
い

て
宮
城
県
内
の
市
町
村
に
住
所
を
有
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
っ
て
、
規
則
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
調
製
す
る
投
票
資
格
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
者
と
す
る
。

　

一 　

年
齢
満
十
八
歳
以
上
の
日
本
国
籍
を
有
す
る
者
で
、
そ
の
者
に
係
る
宮
城
県
内
の
市
町
村
の
住
民
票
が
作
成
さ

れ
た
日
（
他
の
都
道
府
県
か
ら
県
内
の
市
町
村
に
住
所
を
移
し
た
者
で
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律

第
八
十
一
号
）
第
二
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
届
け
出
を
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
届
出
を
し
た
日
）
か
ら
引

き
続
き
三
月
以
上
、
当
該
市
町
村
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
（
宮
城
県
内
で
当
該
住
民
票
の
異

動
が
あ
っ
た
場
合
も
含
む
。）

２　

次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
は
、
県
民
投
票
の
投
票
権
を
有
し
な
い
。

　

一　

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
の
者
。

　

二 　

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者
（
刑
の
執
行
猶
予
中
の
者
を
除

く
。）

　

（
投
票
資
格
者
名
簿
）

第 

七
条　

県
民
投
票
を
行
う
に
当
た
っ
て
、
県
は
市
町
村
に
対
し
て
県
民
投
票
の
実
施
に
関
わ
る
事
務
の
取
扱
の
委
任

に
関
わ
る
協
議
を
申
し
入
れ
、
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
前
条
の
規
定
に
関
し
て
投
票
資
格
者
名
簿
を
調
製

し
、
県
民
投
票
を
実
施
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２ 　

投
票
資
格
者
名
簿
は
、
磁
気
デ
ィ
ス
ク
（
こ
れ
に
準
ず
る
方
法
に
よ
り
一
定
の
事
項
を
確
実
に
記
録
し
て
お
く
こ

と
が
で
き
る
物
を
含
む
。）
を
も
っ
て
調
製
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３　

そ
の
他
、
投
票
資
格
者
名
簿
の
調
製
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
規
則
で
定
め
る
。

　

（
一
人
一
票
・
秘
密
投
票
）

第
八
条　

県
民
投
票
は
秘
密
投
票
と
し
、
投
票
は
一
人
一
票
と
す
る
。

　

（
投
票
期
日
・
自
書
投
票
の
原
則
）

第 

九
条　

投
票
資
格
者
は
自
ら
、
投
票
期
日
に
、
規
則
で
定
め
る
県
民
投
票
を
行
う
場
所
（
以
下
、
投
票
所
と
い
う
。）

に
行
き
、
投
票
資
格
者
名
簿
又
は
そ
の
抄
本
の
対
照
を
経
て
、
投
票
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
）

第 

十
条　

前
条
の
規
定
に
関
わ
ら
ず
、
投
票
期
日
に
自
ら
投
票
所
に
行
く
こ
と
が
出
来
な
い
投
票
資
格
者
は
、
第
五
条

に
定
め
る
県
民
投
票
の
告
示
後
、
期
日
前
投
票
又
は
不
在
者
投
票
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
。

２　

期
日
前
投
票
及
び
不
在
者
投
票
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
規
則
で
定
め
る
。

　

（
投
票
用
紙
の
交
付
及
び
様
式
）

第
十
一
条　

投
票
用
紙
は
、
投
票
期
日
、
投
票
所
に
お
い
て
投
票
人
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

投
票
用
紙
に
は
予
め
、
賛
成
の
文
字
及
び
反
対
の
文
字
を
印
刷
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３　

投
票
用
紙
の
様
式
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
規
則
で
定
め
る
。

　

（
投
票
の
方
式
）

第 

十
二
条　

投
票
人
は
、
東
北
電
力
女
川
原
子
力
発
電
所
二
号
機
の
稼
働
に
賛
成
す
る
と
き
は
投
票
用
紙
の
賛
成
欄

に
、
反
対
す
る
と
き
は
投
票
用
紙
の
反
対
欄
に
、
自
ら
◯
の
記
号
を
記
載
し
て
、
投
票
箱
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

（
代
理
投
票
・
点
字
投
票
）

第 

十
三
条　

身
体
の
故
障
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
、
自
ら
投
票
用
紙
に
◯
の
記
号
を
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
投
票

人
は
、
代
理
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２　

点
字
に
よ
る
投
票
の
方
法
は
、
規
則
で
定
め
る
。

　

（
投
票
の
効
力
の
決
定
）

第 
十
四
条　

投
票
の
効
力
の
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
次
条
の
規
定
の
趣
旨
に
著
し
く
反
し
な
い
限
り
に
お
い
て
、
そ
の

投
票
を
し
た
者
の
意
思
が
客
観
的
に
明
ら
か
で
あ
れ
ば
、
そ
の
投
票
を
有
効
と
す
る
。

　

（
無
効
投
票
）

第
十
五
条　

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
投
票
は
、
無
効
と
す
る
。

　

一　

所
定
の
投
票
用
紙
を
用
い
な
い
も
の

　

二　

○
の
記
号
以
外
の
事
項
を
記
載
し
た
も
の
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三　

○
の
記
号
の
ほ
か
、
他
事
を
記
載
し
た
も
の

　

四　

○
の
記
号
を
投
票
用
紙
の
賛
成
欄
及
び
反
対
欄
に
重
複
し
て
記
載
し
た
も
の

　

五　

○
の
記
号
を
投
票
用
紙
の
い
ず
れ
の
選
択
肢
の
欄
に
記
載
し
た
の
か
判
別
し
難
い
も
の

　

六　

何
も
記
載
し
て
い
な
い
も
の

　

（
県
民
投
票
の
事
務
）

第 

十
六
条　

知
事
は
、
県
民
投
票
に
当
た
り
、
有
権
者
の
投
票
行
動
に
資
す
る
県
民
投
票
公
報
の
作
成
、
県
民
投
票
広

報
広
告
そ
の
他
県
民
投
票
の
広
報
に
関
し
必
要
な
事
務
を
行
う
。

２ 　

県
民
投
票
公
報
及
び
県
民
投
票
広
報
広
告
の
原
稿
を
作
成
す
る
場
合
に
は
、
賛
成
意
見
及
び
反
対
意
見
を
公
平
か

つ
平
等
に
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３ 　

県
民
投
票
公
報
は
、
投
票
資
格
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
者
の
属
す
る
各
世
帯
に
対
し
て
、
投
票
期
日
の
七
日
前
ま

で
に
、
配
布
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
県
民
投
票
広
報
協
議
会
）

第
十
七
条　

宮
城
県
議
会
に
、
県
民
投
票
広
報
協
議
会
を
置
く
。

２ 　

県
民
投
票
広
報
協
議
会
の
員
数
は
十
五
名
と
す
る
。
委
員
は
、
宮
城
県
議
会
会
派
の
所
属
議
員
数
の
比
率
に
よ
り

各
会
派
に
割
り
当
て
選
任
す
る
。

３ 　

県
民
投
票
広
報
協
議
会
は
、
知
事
が
県
民
投
票
公
報
の
原
稿
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

（
県
民
投
票
広
報
協
議
会
の
議
事
運
営
）

第
十
八
条　

県
民
投
票
広
報
協
議
会
の
議
事
、
運
営
そ
の
他
の
事
項
は
、
各
会
派
が
協
議
の
上
定
め
る
。

　

（
県
民
投
票
運
動
及
び
そ
の
規
制
）

第 

十
九
条　

何
人
も
、
県
民
投
票
に
関
す
る
投
票
運
動
（
投
票
案
件
に
対
し
賛
成
ま
た
は
反
対
の
投
票
を
す
る
よ
う
、

ま
た
は
し
な
い
よ
う
勧
誘
す
る
行
為
。
以
下
「
県
民
投
票
運
動
」
と
い
う
。）、
そ
の
他
意
見
の
表
明
を
、
自
由
に
行

う
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
買
収
、
脅
迫
等
、
県
民
の
自
由
な
意
思
を
拘
束
し
、
ま
た
は
不
当
に
干
渉
す
る
も
の

で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

２ 　

公
務
員
が
行
う
県
民
投
票
運
動
お
よ
び
投
票
案
件
に
係
る
意
見
の
表
明
並
び
に
こ
れ
ら
に
必
要
な
行
為
に
つ
い
て

は
、
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
三
十
六
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
、

そ
の
他
公
務
員
の
政
治
的
行
為
を
制
限
す
る
法
律
上
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

　

（
投
票
及
び
開
票
）

第 

二
十
条　

前
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
投
票
時
間
、
投
票
場
所
、
投
票
立
会
人
、
開
票
時
間
、
開
票
場
所
、

開
票
立
会
人
そ
の
他
県
民
投
票
の
投
票
お
よ
び
開
票
に
関
し
必
要
な
規
定
は
、
規
定
で
定
め
る
ほ
か
、
公
職
選
挙
法

（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）、
公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九
号
）
お
よ
び
公
職
選
挙

法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
総
理
府
令
第
十
三
号
）
の
規
程
の
例
に
よ
る
。

　

（
投
票
結
果
の
告
示
等
）

第 

二
十
一
条　

選
挙
管
理
委
員
会
は
、
開
票
を
行
い
投
票
結
果
が
確
定
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
こ
れ
を
公
示
す
る
と
と

も
に
、
当
該
告
示
の
内
容
を
知
事
お
よ
び
県
議
会
議
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
投
票
結
果
の
尊
重
）

第 

二
十
二
条　

県
民
投
票
に
お
い
て
、
有
効
投
票
総
数
の
過
半
数
の
結
果
が
、
投
票
資
格
者
総
数
の
四
分
の
一
以
上
に

達
し
た
と
き
は
、
知
事
お
よ
び
県
議
会
は
投
票
結
果
を
尊
重
し
、
東
北
電
力
、
国
お
よ
び
関
係
機
関
と
協
議
し
て
、

東
北
電
力
女
川
原
子
力
発
電
所
二
号
機
の
稼
働
の
是
非
に
関
し
て
、
投
票
結
果
に
示
さ
れ
た
県
民
の
意
思
が
正
し
く

反
映
さ
れ
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
規
則
へ
の
委
任
状
）

第
二
十
三
条　

こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
県
民
投
票
の
施
行
に
関
し
必
要
事
項
は
、
規
則
で
定
め
る
。

２　

前
項
の
規
則
は
、
本
条
例
施
行
の
日
か
ら
、
二
十
日
以
内
に
制
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　

附　

則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
失
効
）

２ 　

こ
の
条
例
は
、
知
事
が
原
子
炉
設
置
変
更
へ
の
事
前
了
解
の
申
し
入
れ
に
対
し
て
東
北
電
力
に
回
答
し
た
翌
日
か

ら
起
算
し
て
九
十
日
を
経
過
し
た
日
に
そ
の
効
力
を
失
う
。


